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加齢に伴う白髪や脱毛は，典型的な老化現象として知
られている。毛包内の毛包幹細胞と色素幹細胞は，皮膚
全体のなかではごく僅かな細胞集団に過ぎないが，その
周期的な再生によって多くの子孫細胞を生み出し，色素
を持った毛を生やし続ける。加齢とともに休止期の毛包
の割合が増加するようになるが，加齢によって毛が細く
なり生えなくなる原因については不明であった。最近の
われわれの研究から，毛包は加齢によってミニチュア化
（矮小化）し，毛が細くなり，毛包自体も消失してしま
うと毛が生えなくなること，さらにごく小さな幹細胞集
団における変化が臓器全体にとって大きな変化を引き起
こしうることが明らかになった。毛包幹細胞の運命解析
を行ったところ，普段は毛包幹細胞が毛包の周期的再生
を担っているが，加齢とともに自己複製せずに，その運
命を表皮へと変換し始め，子孫細胞を角層へと変えて皮

膚表面から落屑していくことが明らかになった。予想外
にダイナミックな動態変化と組織構築の変化を経てお
り，最終的には毛包自体が消失していた。さらに毛髪の
色素を産生する色素細胞の基になる色素幹細胞は，毛包
幹細胞によって複数のニッチ因子を介して維持されてお
り，加齢によって未分化性を維持できなくなり，次第に
幹細胞プールが枯渇するために色素細胞が供給されず，
白髪を生やすようになった。さらに，一連の幹細胞の加
齢変化（ステムセルエイジング）の引き金となる基底膜
分子を同定し，その制御によって，一連の毛包老化を抑
制または遅延できたことから，幹細胞を中心とした臓器
老化プログラムが存在すると考えられた。今後，幹細胞
の制御による毛包老化の予防や脱毛症の治療の可能性が
示唆されるようになったので紹介したい。
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